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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(34) 農業融資商品の周知活動 

ＪＡにしみの（岐阜県） 

 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

地域密着型金融を目指すべく取組みの中で、当組合として、農業融資をより担い

手の方に知っていただく必要があると考えております。 

ついては、西美濃管内での担い手研修会ならびに協議会等にて、当組合の主要商

品である「アグリサポート資金」の商品説明を実施することと致しました。 

 

2 概要 研修会および協議会において農業融資商品「アグリサポート資金」の説明を下記

の通り実施致しました。 

平成 28年 5月 18日  小麦現地検討会（参加人数：165名） 

平成 28年 8月 31日  安八担い手協議会（参加人数：36名） 

平成 28年 11月 16日  大豆現地検討会（参加人数：125名） 

平成 29年 3月 1日   営農集団等地域リーダー研修会（参加人数：386名） 

平成 29年 3月 15日  養老担い手協議会（参加人数：42名） 

 

3 成果 

（効果） 

説明会の実施後に、取引支店へ相談をされる担い手の方が増加しました。 

平成 28 年度農業融資実行件数および金額は、件数 46 件（前期比+14 件）、金額

18,620百万円（前期比+6百万円）となっており、徐々にではありますが担い手の

方からの反響を得ています。 

 

4 今後の予

定（課題） 

引き続き、担い手の方への農業融資の周知を徹底するとともに、職員のスキル向

上のための職員向け研修会の開催、新たな農業融資商品の開発などを積極的に進

めてまいります。 
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